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可
能
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

現
在
の
と
こ
ろ
特
定
用
途
に
改
修

す
る
計
画
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
︵
建
設
課
︶

︻
横
田
地
区
︼

問
１
　
防
災
訓
練
の
実
施

問
１
　
防
災
訓
練
の
実
施

　
警
察
、
消
防
、
自
衛
隊
等
と
の

連
携
し
た
訓
練
の
実
施

答
１
　
横
田
地
域
、
仁
多
地
域
で

は
、
過
去
、
消
防
団
の
特
別
検
閲

に
併
せ
た
防
災
訓
練
、
消
防
団
と

自
治
会
が
協
力
し
た
防
災
避
難
訓

練
が
実
施
さ
れ
た
経
緯
が
あ
り
ま

し
た
が
、
合
併
後
に
お
い
て
は
、

実
施
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
防
災
体
制
を
整
え
る
に
あ
た
っ

て
は
、
住
民
の
皆
様
の
意
識
高
揚

は
不
可
欠
で
あ
り
、
今
後
、
自
治

会
長
会
、
消
防
団
等
の
関
係
機
関

と
協
議
の
う
え
検
討
し
て
参
り
た

い
と
考
え
ま
す
。
　
︵
総
務
課
︶

問
２
　
消
防
活
動
等
を
想
定
し
た

斐
伊
川
へ
の
進
入
路
の
設
置
︵
樋

口
団
地
︶

答
２
　
河
川
の
管
理
道
は
、
県
管

理
と
な
っ
て
お
り
、
消
防
用
河
川

進
入
路
設
置
に
つ
い
て
は
、
県
へ

要
望
し
ま
す
。
　
　
︵
建
設
課
︶

問
３
　
急
傾
斜
地
対
策
と
そ
の
後

の
調
査
︵
藤
ヶ
瀬
下
住
宅
地
︶
集

中
豪
雨
時
、
地
震
等
崩
壊
危
険
地

域
の
再
点
検

答
３
　
急
傾
斜
危
険
地
域
に
つ
い

て
は
、
県
が
定
期
的
に
点
検
作
業

を
行
い
、
状
況
把
握
に
努
め
て
い

ま
す
。
そ
の
際
修
繕
等
が
必
要
な

箇
所
は
そ
れ
ぞ
れ
対
応
し
て
い
ま

す
が
、
お
気
づ
き
の
点
が
あ
れ
ば

一
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
︵
建
設
課
︶

︻
八
川
地
区
︼

問
１
　
ト
ロ
ッ
コ
列
車
の
到
着
時

間
前
後
に
な
る
と
、
大
型
バ
ス
等

客
待
ち
の
多
く
の
車
両
が
長
時
間

駐
車
し
地
域
住
民
の
生
活
に
、
著

し
く
支
障
を
き
た
す
事
も
し
ば
し

ば
で
あ
り
、
交
通
事
故
防
止
の
点

か
ら
も
駅
前
整
備
︵
駐
車
場
等
︶

を
早
急
に
お
願
い
し
ま
す
。

答
１
　
現
時
点
で
は
、
三
井
野
原

駅
前
の
整
備
計
画
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
今
後
、
自
治
会
長
さ
ん
と
協

議
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
　
　
︵
地
域
振
興
課
︶

問
２
　
八
川
運
動
公
園
は
、
地
区

民
が
一
同
に
か
い
し
て
集
え
る
唯

一
の
広
場
で
あ
り
、
地
区
民
体
育

大
会
・
野
球
場
・
消
防
操
法
訓
練

ほ
か
数
多
く
利
用
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
ト
イ
レ
の
設

備
が
不
十
分
で
あ
り
地
区
民
一
同

が
改
善
を
待
ち
望
ん
で
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
の
で
早
期
の
実
現

を
お
願
い
し
ま
す
。

答
２
　
集
落
排
水
接
続
に
伴
う
水

洗
化
に
併
せ
て
ト
イ
レ
改
修
に
つ

い
て
も
検
討
い
た
し
ま
す
が
、
多

く
の
改
修
事
業
を
進
め
て
お
り
ま

す
の
で
、
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
　
　
︵
建
設
課
︶

問
３
　
Ｊ
Ａ
の
支
所
再
編
計
画
に

よ
り
各
支
店
が
廃
止
さ
れ
他
の
金

融
機
関
は
横
田
・
三
成
に
集
中
し

公
金
の
支
払
い
︵
持
ち
込
み
塵
の

処
理
料
金
等
︶
に
支
障
を
き
た
す

と
共
に
交
通
弱
者
へ
の
配
慮
の
点

か
ら
も
郵
便
局
を
指
定
金
融
機
関

と
し
て
頂
き
た
く
お
願
い
し
ま
す
。

答
３
　
町
指
定
の
金
融
機
関
に
関

し
ま
し
て
は
、
阿
井
地
区
の
問
１

を
ご
覧
下
さ
い
。
　
　
︵
出
納
課
︶

︻
馬
木
地
区
︼

問
１
　
馬
木
地
区
に
お
け
る
医
療
・

診
療
体
制
の
整
備
に
つ
い
て︵
継
続
︶

　
馬
木
地
区
の
地
域
診
療
は
、
お

一
人
ご
高
齢
の
お
医
者
さ
ん
に
支

え
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
将

来
に
向
け
て
の
医
療
体
制
の
整
備

は
喫
緊
の
課
題
で
す
。

　
し
た
が
っ
て
、
電
動
車
で
移
動

で
き
る
範
囲
に
診
療
機
関
が
存
在

す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

答
１
　
現
在
、
馬
木
地
区
に
お
い

て
は
、
高
橋
先
生
に
大
変
な
ご
尽

力
を
い
た
だ
き
、
地
域
医
療
が
確

保
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
ご
承
知
の
と
お
り
医
師
の
確
保

は
、
地
域
中
核
病
院
に
お
い
て
も

困
難
な
状
況
で
あ
り
、
無
医
地
区

に
な
っ
た
場
合
は
、
診
療
所
の
建

設
や
医
師
の
体
制
に
つ
い
て
、
地

区
の
皆
さ
ん
と
十
分
協
議
し
対
応

す
べ
き
と
考
え
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
︵
健
康
福
祉
課
︶

問
２
　
昨
年
歩
道
用
の
除
雪
機
械

を
配
備
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
毎

回
地
域
住
民
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

除
雪
し
て
い
る
状
況
で
す
。

　
﹁
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
頼
み
﹂
で
は

な
く
、
シ
ス
テ
ム
と
し
て
﹁
児
童

登
校
に
支
障
の
な
い
除
雪
体
制
﹂

を
ぜ
ひ
構
築
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

答
２
　
新
規
の
除
雪
機
械
導
入
に

よ
り
除
雪
体
制
の
充
実
を
図
っ
て

き
て
お
り
ま
す
が
、
オ
ペ
レ
ー
タ

の
不
足
は
慢
性
的
な
も
の
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
馬
木
地
区
の
歩
道

除
雪
に
つ
き
ま
し
て
も
バ
ス
路
線

等
の
除
雪
を
優
先
し
て
行
う
必
要

か
ら
児
童
の
登
校
時
ま
で
に
歩
道

除
雪
を
行
う
こ
と
が
出
来
ず
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
の
お
か
げ
を

持
ち
ま
し
て
対
応
で
き
て
い
る
の

が
現
状
で
す
。

　
現
在
馬
木
地
区
の
除
雪
作
業
は

建
設
会
社
五
社
に
委
託
し
て
行
っ

て
お
り
ま
す
が
、
次
期
除
雪
計
画

で
は
事
前
に
シ
ス
テ
ム
作
り
に
つ

い
て
打
ち
合
わ
せ
た
上
で
歩
道
除

雪
に
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
　
　
︵
建
設
課
︶

問
３
　
旧
馬
木
中
学
校
校
舎
の
措

置
に
つ
い
て
︵
継
続
︶

　
昨
年
の
回
答
は
﹁
慎
重
な
取
り

組
み
が
必
要
﹂
と
の
こ
と
で
あ
り

ま
し
た
が
、
実
態
と
し
て
危
険
こ

の
上
な
い
状
況
が
日
々
進
行
し
て

い
ま
す
。

　
つ
い
て
は
、
当
面
解
体
が
困
難

で
あ
れ
ば
、
最
低
限
の
﹁
危
険
と

不
安
の
解
消
﹂
を
図
る
た
め
緊
急

措
置
を
実
施
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

答
３
　
旧
馬
木
中
学
校
は
昭
和
二

十
九
年
建
築
以
来
五
十
年
以
上
が

経
過
し
、
老
朽
が
著
し
い
建
築
物

で
あ
り
ま
す
。

　
昨
年
、
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま

し
た
解
体
・
撤
去
に
つ
い
て
は
、

起
債
が
使
え
ま
せ
ん
の
で
、
純
町

費
で
の
取
り
壊
し
を
検
討
し
て
お

り
ま
す
。
　
　
　
　
︵
総
務
課
︶
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ベ
ッ
セ
ル
島
根
・
横
田
工
場
を

　
　
　
　

拡
張
・
開
発
強
化

　
七
月
五
日
か
ら
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
・
シ
ド
ニ
ー
に
お
い
て
開
催

さ
れ
た
、
ホ
ッ
ケ
ー
フ
ェ
ス
タ
・

シ
ド
ニ
ー
二
〇
〇
八
の
ユ
ー
ス
日

本
代
表
に
横
田
高
校
か
ら
三
年
生

七
人
と
恩
田
賢
二
監
督
が
コ
ー
チ

と
し
て
参
加
。

　
ま
た
、
七
月
八
日
か
ら
イ
ン
ド

の
ハ
イ
デ
ラ
バ
ー
ド
で
行
わ
れ
た

第
六
回
ジ
ュ
ニ
ア
・
ア
ジ
ア
カ
ッ

プ
の
日
本
代
表
に
横
田
高
校
三
年

の
伊
藤
太
亮
さ
ん
、
同

校
出
身
で
山
梨
学
院
大

四
年
の
三
澤
孝
康
さ
ん

が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
七
月
一
日
に
は
横
田

高
校
で
激
励
会
が
行
わ
れ
、

選
手
か
ら
は
﹁
そ
れ
ぞ

れ
の
代
表
選
出
を
誇
り
に
、

国
際
大
会
で
は
全
力
で

プ
レ
ー
し
多
く
を
学
び

た
い
﹂
と
力
強
い
あ
い

さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　
出
場
さ
れ
た
選
手
は

次
の
方
々
で
す
。

︻
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
遠
征
︼

・
恩
田
　
賢
二
︵
コ
ー
チ
・

　
　
　
　
　
　
八
川
︶

・
藤
原
　
広
人
︵
三
年
・
馬
木
︶

・
伊
藤
　
勇
悟
︵
三
年
・
横
田
︶

・
細
木
　
秀
一
︵
三
年
・
八
川
︶

・
若
槻
　
晃
弘
︵
三
年
・
三
成
︶

・
渡
部
　
　
翔
︵
三
年
・
三
成
︶

・
小
櫻
　
光
暁
︵
三
年
・
八
川
︶

・
吉
川
　
　
竜
︵
三
年
・
三
成
︶

︻
ジ
ュ
ニ
ア
・
ア
ジ
ア
カ
ッ
プ
︼

・
伊
藤
　
太
亮
︵
三
年
・
高
尾
︶

・
三
澤
　
孝
康
︵
馬
木
出
身
︶

　
ド
ラ
イ
バ
ー
メ
ー
カ
ー
と
し
て

国
内
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
を
誇
る
︵
株
︶

ベ
ッ
セ
ル
の
グ
ル
ー
プ
企
業
で
、

本
社
︵
三
沢
︶
と
横
田
工
場
を
有

す
る
ベ
ッ
セ
ル
島
根
が
、
下
横
田

に
あ
る
横
田
工
場
を
拡
張
す
る
こ

と
に
な
り
、
六
月
十
八
日
、
県
庁

で
立
地
計
画
認
定
書
の
交
付
並
び

に
覚
書
の
調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
島
根
工
場
で
は
、
各
種
ド
ラ
イ

バ
ー
用
ビ
ッ
ト
︵
先
端
工
具
︶
を

専
門
に
製
造
し
、
品
質
は
国
内
は

も
と
よ
り
、
海
外
で

も
高
い
評
価
を
得
て

い
ま
す
。

　
調
印
式
で
は
、
田

口
二
郎
社
長
、
溝
口

知
事
、
岩
田
町
長
の

三
者
で
覚
書
に
調
印
し
、

今
後
の
地
域
経
済
の

発
展
を
期
待
し
て
が

っ
ち
り
と
握
手
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
田
口
社
長
か
ら
﹁
今
後
は
欧
州

市
場
へ
積
極
的
に
進
出
し
、
業
界

を
け
ん
引
し
て
行
き
た
い
﹂

と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　
投
資
額
は
、
建
物
の
増

設
に
一
億
五
千
万
円
、
設

備
に
二
億
五
千
万
円
と
し
、

工
場
は
約
一
・
五
倍
に
広
げ
、

開
発
部
門
を
移
管
し
て
新

製
品
の
開
発
力
強
化
と
生

産
効
率
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
三
年
以
内
に
十

人
を
新
規
雇
用
し
、
年
間

売
上
高
の
五
〜
十
　
増
を

見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
な
お
、
今
回
の
拡
張
に
対
し
て
、

町
で
は
固
定
資
産
税
の
三
年
間
免

除
を
行
う
ほ
か
、
県
で
は
企
業
立

地
促
進
条
例
に
基
づ
き
、
三
千
七

百
万
円
の
助
成
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

ベ
ッ
セ
ル
島
根

ベ
ッ
セ
ル
島
根
・
横
田
工
場
を

横
田
工
場
を

　
　
　
　

　
　
　
　

拡
張
拡
張
・
開
発
強
化

開
発
強
化

地
域
経
済
の
活
性
化
に
期
待

パ
　
ー

セ
ン
ト

岩
田
町
長
か
ら
激
励
を
受
け
る
選
手
の
皆
さ
ん

▲

▲ドライバー用のビット

立
地
に
関
す
る
覚
書
に
調
印
す
る
三
者

▲

ホ
ッ
ケ
ー
日
本
代
表
に

　
横
田
高
校
か
ら
八
名
が
選
出

国
際
舞
台
で
活
躍

国
際
舞
台
で
活
躍
!!

国
際
舞
台
で
活
躍
!!

▲地域の発展を願い握手


